
1．握⼒ grip strength        推奨グレード A 
  

握⼒は，⼿の内在筋および外在筋の等尺性筋収縮による粗⼤筋⼒を反映し，短時間に⼒
強く対象物を把持する⼿の能⼒を測定することが可能である．検者間信頼性と再テスト信
頼性の⾼い評価法である 1)．基本的な⼿の機能や上肢の筋⼒と関連するだけでなく，全⾝の
筋⼒と強い相関を認め，体⼒を反映する良好な指標のひとつであるとされている 2)．また，
幅広い対象において握⼒の信頼性は⽰され 3)，年代別および性別の基準値が⽰されている 4)．  

このように握⼒は様々な対象での⾼い信頼性が⽰され，測定が簡便かつ結果が明瞭であ
るため，握⼒は⼿の機能障害および残存能⼒の評価，治療⽬標と計画の⽴案，治療経過の
モニタリングに使⽤することが推奨される．測定は，標準化された測定肢位と測定⽅法 5)

を遵守する必要があり，測定機器には Jamar Dynamometer が最適とされている 1, 5)． 
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